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コシノディスカスの密度と栄養塩濃度との関係 
 
 

ノリ養殖では，ノリ網に付いた種を健全なノリ

芽に育てる育苗作業が 10 月中下旬からスタート

します。この作業から本格的な海上での管理とな

りますが，今期は大型珪藻であるコシノディスカ

ス（Coscinodisucus wailesii ）（図１）の大量発

生により，ノリの成長に必要な海水中の栄養塩

（特に溶存態無機窒素；DIN）濃度が低下し，

ノリ芽の生育不良が危惧されました。本種は，秋

期の鉛直混合によって，海底泥中の休眠細胞が有

光層に輸送されると大量発生し，その結果として

DIN 濃度が低下すると報告されていましたが，

その一連の流れを明確に示した例はありませんで

した。今回，水温，塩分，硝酸塩濃度等を連続観

測している瀬戸内市牛窓町地先で本種の増殖によ

って DIN 濃度が急激に低下する事例が見られた

ので報告します。 

牛窓町地先では 10 月中旬に表層と底層の海水

密度の差がなくなくなるとともに（図２），表層

のコシノディスカスが急増（2,670 cells/L）し，

その後減少して 11 月中旬には確認できなくなり

ました。一方，DIN 濃度は 10 月上旬には 7.1 

μMでしたが，本種が急増した 10 月中旬に急減

し，ほぼ０μMとなりました。その後，本種の減

少に伴い 11月上旬に再び上昇しはじめました

（図３）。これらの結果は，秋期に表層と底層の

海水が混合するとともに本種が増加し，海水中の

DIN が大量に消費された一例であると考えてい

ます。 

秋期に栄養塩を急激に減少させるコシノディス

カスの発生を予察できれば，栄養塩環境の予測や

育苗の開始時期を検討する上で有益な情報になり

ます。散発的な採水調査では詳細な時系列データ

の取得が困難なことから，今後も牛窓町地先での

連続観測を継続し，今回観測された表底層間の海

水密度差と栄養塩環境の変化等を検討していきま

す。（漁場環境研究室：乾） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

100μm 

19

20

21

22

9/16 9/30 10/14 10/28 11/11

海
水
密
度
（
σ
t）

（月/日）

表層

底層

0

1,000

2,000

3,000

0

2

4

6

8

9/16 9/30 10/14 10/28 11/11

C
. 

w
a
il
e
si

i
（

c
e
ll
s/

L
）

D
IN

濃
度
（

N
O

2
+

N
O

3
）
（
μ
Ｍ
）

(月/日)

DIN

C. wailesii

図１ コシノディスカス 

図３ 表層のコシノディスカスの密度と DIN 濃度 

図２ 表層と底層の海水密度（σt;密度の指標） 


